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なった。特に、ATT と CTBCT をパッケージ化した PT においては、一般大学生の平均から１
SD 以下にまで強迫観念傾向を低減させた。介入期間が 20 日間の心理トレーニングであっ
たことと、実験参加者における強迫観念の重症度が高かったことを考慮すると、PT は、即
効性が高い介入法だと言える。 
第９章では、第３章で論じた問題点に対応させながら、本論文で得られた結果の臨床的
有用性について述べた。まず、「認知情報処理に関する多面的測定」に関する問題点に対
しては、本論文で開発した「システム機能分析」「侵入思考への認知的対処尺度」「注意制
御機能尺度」を用いることが、臨床的に有用な解決策であることを述べた。具体的には、
それらの測定法を用いることで、精神疾患に特徴的な認知情報処理とその介入根拠を多面
的に把握できるメリットがあることについて述べた。「認知情報処理に関する実証的介入」
に関する問題点に対しては、本論文で行った実証性な介入手続きを用いることが、臨床的
に有用な解決策であることを述べた。さらに、これらの有用性をふまえて、本論文の介入
法と測定法における臨床的意義について述べた。 
以上に示したように、本論文で得られた知見は、強迫観念傾向に関する新たな認知的特
徴を明らかにし、また、それらの症状を低減させる効果の高い方法を提案したことから、
臨床的にも有用性が高く意義が深いものといえる。 
 
